
慧日寺徳一廟石層塔の調査

埋 蔵 文化財センター

埋蔵文化財センタ ーでは，，rt~品kl怒悦 IIIJ ， 自:口 王寺境 I}'Hとある石造問機の調査をお乙なった。

乙れは同寺聞但，出徳一j婦として伝えられ，平安仁IJ)91の('1'とされる。現存は三回であるが，仕

口のおさまりなどから，当初は 5J~i以上の!日搭であったとも考えられる。石材は周辺践の安山

岩。笠石の上部lζ上回の桃身を造り w し， 上回笠石下而l の仕仁I !ζ おさめる。初J~の笠右下 ïúi4

I~Jlκ ， 風鍔n~f:下m と 思われるえつり穴を穿つ。その他の35.石 lζ は JiîR f;~ tのためか， 当初よりか，

ζのえつり穴は見えない。 初J~の地身は一石であるが ， t.UiM7::i'の仕口lζ合致しない。 J.j;礎石

が，)~状から ， 笠石再利m の可能性もある。 2 胞のJ苓身 lζ山みがあ り ， そ乙から 3 合利容13が

発見されている。総高はね:1輪予in去を含めて2，55m。 基礎石商而rl'Jは1.3mo

近年来1波J員がはなはだしく ，佃ljJ災のおそれもあることから，修1Uするは乙びとなり，それに

先立って，現況記録と修復lζ資する目的で，写ti測5;により ，4 (j[lJ而図の作製をおζなった。

実測基準投影而は，1:七 '1史的 JTIRMt の少ない t]J J~i南而下部の延長線とし， それに平行 ， あるいは直

角lと定めた。搬出は上下 2J&'，米械高を変えて

おとない訴:石による死jfJの山ないよう努めた。

また 2胞の地:身が，上胞を支える乙 とが不可能

なほどけずられているため，五輪以:の石材で支

えであり ， それが 2~i の j芥身 lζ死角を作ってい

る。そのため，解体作業の途11'で，支えをはず

した状態の船影を4方向よ りお乙なった。区11/1

l波紋図示したものがそれである。図化lζ使川し

たステレオ写真は，名而，上下，2対と，五愉

椛，Jml空輸をはずした 3モデノレ，計12モデノレで

ある。 図化法は2，5.nmW'JI同の等高線表示とし，

愉郭~~~ ， 稜線は全く図示していない。 ζ のよう

な，風蝕のはなはだしい石造物は，ζの方法に

よる と， 主紘!をまじえることなく ， 稜~~i! を表示

する乙とが山米，必要に応じて図上よ り拾いI.L¥

すことが容易にできる。原図新i尺は1: 3侃l;~は

カーJレツ アイス社製，SMK-40ステレオカメ

ラ，181化はウイノレド社製，オー トグラフA一 7

を使用した。なお図化作業は，1長11お航業株式会

社!ζ依頼した。(安j身、 id示伊東 太{'Ii) 石JiYiJ:K:r句立而図〈ブ1]1恨('150こm間隔)
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